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一

東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
二
〕

─
─
41
行
～
79
行
─
─

小 

林　

真
由
美

凡
例

【
影
印
】

昭
和
十
四
年
刊
複
製
『
華
厳
文
義
要
決　

東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
」
を
撮
影
し
た
。
上
部
に
、
築
島
裕
『
東

大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
る
行
番
号
を
記
し
た
。

【
翻
刻
】

翻
字
は
、
築
島
裕
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
の
本
文
翻
刻
に
準
拠
す
る
。
但
し
旧
字
体
・
異
体
字
・
略
字
は
原
則
的
に
現
行



二

の
新
字
体
に
あ
ら
た
め
た
。
あ
ら
た
め
な
か
っ
た
漢
字
は
、「
无
」「
寶
」「
珎
」「
尓
」「
旦
（
檀
）」「

（
菩
薩
）」
で
あ
る
。
片
仮

名
の
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
甲
類
の
コ
は
「
古
」、
乙
類
の
コ
は
「
己
」、
ア
行
の
エ
は
「
衣
」、
ヤ
行
の
エ
は
「
エ
」
と
表
記
し
た
。

　

□　
＝
欠
損
や
擦
消
な
ど
に
よ
り
解
読
不
能
の
文
字

〔　

〕
＝
解
読
困
難
ま
た
は
解
読
不
能
だ
が
、
先
行
書
の
解
読
に
よ
っ
て
挿
入
す
る
文
字

＝
鉤
点

＝
廓
（
囲
み
線
）
で
抹
消
さ
れ
た
文
字

行
頭
の
数
字
は
、
行
番
号
を
示
す
。

○
内
の
算
用
数
字
は
、
本
文
に
引
か
れ
た
連
絡
線
に
付
け
た
番
号
で
あ
る
。
→
は
連
絡
線
の
始
点
を
、
←
は
連
絡
線
の
終
点
を
示

し
、
①
→　

←
①
が
一
本
の
連
絡
線
を
示
す
。

【
読
み
下
し
文
】

翻
字
、
記
号
等
は
、【
翻
刻
】
に
準
ず
る
。

『　

』
＝
衍
字
と
思
わ
れ
る
文
字

（　

）
＝
行
間
に
書
か
れ
て
い
る
文
句

【
文
意
】
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三

現
代
語
訳
を
中
心
に
す
る
が
、
補
足
や
省
略
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

【
解
説
】

▼
原
本
の
状
態
に
つ
い
て
。

▽
文
章
の
解
説
。

※
単
語
の
羅
列
で
あ
っ
た
り
、
短
文
の
み
の
箇
所
に
は
、【
解
説
】
や
【
文
意
】
の
項
目
を
立
て
な
い
場
合
が
あ
る
。

【
語
注
】

読
み
下
し
文
の
語
句
に
つ
い
て
の
注
で
あ
る
。
行
頭
の
数
字
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
に
よ
る
行
番
号
で
あ
る
。

「
中
田
書
」
は
、
中
田
祝
夫
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
の
略
。

『
総
索
引
』
は
、
築
島
裕
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
の
略
。

本
稿
は
、
博
士
論
文
「
平
安
初
期
仏
教
と
文
学
の
研
究
─
『
日
本
霊
異
記
』
と
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
─
」
付
録
「
東
大
寺
諷
誦
文

稿
注
釈
」
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
り
、「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
一
〕
─
１
行
～
40
行
─
」（『
成
城
国
文
学
論
集
』
第
三
十
六

輯
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
の
続
稿
で
あ
る
。



四

404142434445464748
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五

48495051525354555657



六

555657585960
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七

6061626364



八

646566
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九

656667
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〇
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一
一

7475767778798081828384



一
二

【
翻
刻
】（
41
～
49
行
）

41　

悲
華
経
云　

若
有
人
於
如
来
所　

合
掌
一
称
南
无
仏　

当
来
必
成
无
上
尊

42　

方
広
経
云　

若
人
於
三
寶
所
不
生
信
世
々
中
不
値
仏　

生
信
礼
拝
常
見
无
量
仏

43　

因
果
経
云　

昔
世
三
寶
所
有
リ
シ
恭
敬
心
之
人
ハ　

此
世
作
封
禄
高
氏
族
而
為
一
切
人
所
尊

44　

敬
昔
世
於
三
寶
所
无
恭
敬
之
心
人
ハ　

此
世
作
貧
窮
下
賤
之
人
為
一
切
人
所

蔑

45　

摩
訶
摩
耶
経
云　

礼摩耶
夫
人
仏
時
思
念　

汝
吾
ヲ
須
臾
頃
无
乱
想
令
思
惟
仏　

汝
由
多
乱
想

46　

我
ヲ
将
行
五
道
生
死
令
受
雑
形　

故
須
臾
頃
許
我
静
令
思
仏　

⑧
→

47　

正
法
之
時
在
真
実
仏　

今
像
法
之
時
唯
有
形
像
是
名
住
持
三
宝　

此
可
思
真
実
仏

48　

盂
闐
王
像　

須毗首
達従
天
下
礼
仏

九
重　

三
道
寶
階
云　

曲
腰
仏
云

49　

四
比
丘
入
塔
懺
悔　

作
四
方
四
仏
云

【
読
み
下
し
文
】（
41
～
49
行
）

悲
華
経
ニ
云
ク
、
若
シ
人
ノ
、
如
来
ノ
所
ニ
於
テ
、
合
掌
シ
南
无
仏
ト
一
称
ス
ル
コ
ト
ア
ラ
バ
、
当
来
ニ
必
ズ
无
上
尊
ト
成
ラ
ム
。

方
広
経
ニ
云
ク
、
若
シ
人
ノ
、
三
寶
ノ
所
ニ
於
テ
信
ヲ
生
ゼ
ズ
バ
、
世
々
ノ
中
ニ
仏
ニ
値
ヒ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ザ
ラ
ム
。
信
ヲ
生
ジ
テ
礼

拝
セ
バ
、
常
ニ
无
量
仏
ヲ
見
ム
。

因
果
経
ニ
云
ク
、
昔
ノ
世
ニ
、
三
寶
ノ
所
ニ
シ
テ
恭
敬
ノ
心
ノ
有
リ
シ
人
ハ
、
此
ノ
世
ニ
シ
テ
封
禄
ノ
高
キ
氏
族
ト
作
リ
テ
、
一
切

ノ
人
ノ
為
ニ
尊
敬
セ
ラ
レ
、
昔
ノ
世
ニ
、
三
寶
ノ
所
ニ
於
テ
恭
敬
ノ
心
ノ
无
カ
リ
シ
人
ハ
、
此
ノ
世
ニ
貧
窮
下
賤
ノ
人
ト
作
リ
テ
、
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一
三

一
切
ノ
人
ノ
為
ニ

蔑
セ
ラ
ル
。

摩
訶
摩
耶
経
ニ
云
ク
、（
摩
耶
夫
人
ノ
）
礼
仏
シ
タ
テ
マ
ツ
リ
シ
時
ニ
思
念
ス
ラ
ク
、
汝
、
吾
ヲ
須
臾
ノ
頃
モ
乱
想
无
ク
仏
ヲ
思
惟

セ
シ
メ
タ
マ
ヘ
。
汝
、
乱
想
多
キ
ニ
由
リ
テ
、
我
ヲ
五
道
生
死
ニ
将
行
キ
テ
、
雑
形
ヲ
受
ケ
シ
メ
タ
マ
ヒ
キ
。
故
ニ
、
須
臾
ノ
頃
許

ニ
、
我
ニ
静
カ
ニ
仏
ヲ
思
ハ
シ
メ
タ
マ
ヘ
。
⑧
→

正
法
ノ
時
ニ
ハ
真
実
ノ
仏
在
ス
。
今
、
像
法
ノ
時
ニ
ハ
、
唯
、
形
像
ノ
ミ
有
リ
。
是
ヲ
住
持
ノ
三
寶
ト
名
ヅ
ク
。
此
ニ
真
実
ノ
仏
ヲ

思
フ
可
シ
。

盂
闐
王
ノ
像
。（
毘
首
ハ
天
ノ
下
従
リ
仏
ヲ
礼
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
。）
須
達
ノ
九
重
。
三
道
ノ
寶
階
云
。
腰
ヲ
曲
ゲ
テ
仏
ニ
云
。

四
タ
リ
ノ
比
丘
、
塔
ニ
入
リ
テ
懺
悔
ス
。
四
方
四
仏
ニ
作
ル
云
。

【
文
意
】（
41
～
49
行
）

悲
華
経
に
云
く
、
若
し
人
が
、
如
来
の
も
と
で
合
掌
し
て
「
南
無
仏
」
と
一
称
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
来
世
に
必
ず
無
上
尊
と
し

て
成
仏
す
る
だ
ろ
う
。

方
広
経
に
云
く
、
若
し
人
が
、
三
宝
に
信
を
生
じ
な
か
っ
た
ら
、
輪
廻
転
生
す
る
世
々
の
中
で
仏
に
お
会
い
す
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
。
信
を
生
じ
て
礼
拝
す
る
な
ら
ば
、
常
に
無
量
仏
を
見
る
だ
ろ
う
。

因
果
経
に
云
く
、
昔
の
世
に
、
三
宝
に
恭
敬
の
心
が
あ
っ
た
人
は
、
此
の
世
で
封
禄
の
高
い
氏
族
と
し
て
生
ま
れ
て
、
一
切
の
人
々

に
尊
敬
さ
れ
る
。
昔
の
世
に
、
三
宝
に
恭
敬
の
心
が
な
か
っ
た
人
は
、
此
の
世
で
貧
窮
下
賤
の
人
と
し
て
生
ま
れ
て
、
一
切
の
人
々

に
軽
蔑
さ
れ
る
。



一
四

摩
訶
摩
耶
経
に
云
く
、（
摩
耶
夫
人
が
）
礼
仏
し
た
て
ま
つ
っ
た
時
に
思
念
し
た
こ
と
に
は
、「
汝
よ
、
吾
を
少
し
の
間
、
乱
想
な

く
一
心
に
仏
を
思
惟
さ
せ
た
ま
え
。
汝
は
、
私
に
乱
想
が
多
い
た
め
に
、
五
道
の
生
死
輪
廻
の
中
に
連
れ
て
ゆ
き
、
こ
の
よ
う
な
雑

形
を
受
け
さ
せ
な
さ
っ
た
。
だ
か
ら
、
ど
う
か
少
し
の
間
だ
け
で
も
、
我
に
静
か
に
仏
を
思
念
さ
せ
た
ま
え
」。
⑧
→

正
法
の
時
に
は
真
実
の
仏
が
お
い
で
に
な
っ
た
。
今
、
像
法
の
時
に
は
、
唯
、
仏
の
形
像
だ
け
が
あ
り
、
是
を
住
持
の
三
寶
と
名

づ
く
。
此
の
形
像
に
真
実
の
仏
を
思
う
べ
し
。

盂
闐
王
の
像
。（
毘
首
羯
摩
は
、
釈
尊
が
忉
利
天
で
母
の
摩
耶
夫
人
の
た
め
に
説
法
を
し
て
い
る
と
き
、
天
の
下
か
ら
仏
を
敬
礼

し
た
て
ま
つ
っ
た
。）
須
達
の
九
重
。
三
道
の
寶
階
云
。
腰
を
曲
げ
て
仏
に
敬
礼
す
る
云
。

四
人
の
比
丘
が
、
塔
に
入
っ
て
懺
悔
を
す
る
。
四
方
四
仏
に
作
る
云
。

【
解
説
】（
41
～
49
行
）

▼
41
行
の
前
に
、
３
行
分
程
の
空
白
あ
り
。

▽
41
～
46
行　

経
典
の
引
用
の
か
た
ち
で
、仏
ま
た
は
三
宝
を
礼
拝
す
る
功
徳
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。『
悲
華
経
』『
方
広
経
』『
因

果
経
』『
摩
訶
摩
耶
経
』
を
引
い
て
い
る
が
、
管
見
で
は
経
文
に
同
文
は
み
ら
れ
な
い
。

▽
47
行　

住
持
三
宝
に
つ
い
て
。
住
持
三
宝
と
は
、
仏
滅
後
も
永
く
保
存
さ
れ
る
三
宝
（
仏
像
・
経
巻
・
僧
）。
正
法
・
像
法
・
末

法
の
三
時
説
に
も
と
づ
く
。
正
法
は
五
百
年
、
像
法
は
五
百
年
ま
た
は
千
年
と
さ
れ
る
。

▽
48
行　

釈
尊
が
母
摩
耶
夫
人
の
為
に
忉
利
天
で
説
法
し
た
時
に
、
地
上
で
優
填
王
ら
が
釈
尊
を
慕
っ
て
仏
像
を
造
っ
た
と
い
う
仏

伝
の
覚
書
と
思
わ
れ
る
。
釈
尊
が
天
か
ら
降
り
て
帰
る
時
に
、
毘
首
羯
摩
が
三
道
の
宝
階
を
作
り
、
仏
像
は
立
ち
上
が
っ
て
、
釈
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一
五

尊
を
お
迎
え
し
た
と
い
う
。
１６４
行
に
も
み
え
る
。

▽
49
行　
【
解
説
】
▽
52
行
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
藤
本
誠
氏
は
、『
集
諸
経
礼
懺
悔
』
の
仏
名
懺
悔
の
法
会
次
第
等
が
『
東
大
寺
諷

誦
文
稿
』
前
半
部
に
影
響
を
与
え
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
41
～
49
行
も
懺
悔
の
法
会
で
朗
読
す
る
文

章
の
覚
え
書
き
と
法
会
次
第
で
、
49
行
は
、
四
方
四
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
塔
内
に
四
人
の
僧
が
入
り
、
懺
悔
や
礼
仏
を
行
う
法

会
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

【
語
注
】（
41
～
49
行
）

41
悲
華
経　

曇
無
讖
訳
『
悲
華
経
』
十
巻
。
経
文
中
に
41
行
の
同
文
は
見
ら
れ
な
い
。
経
典
の
冒
頭
で
、
弥
勒
菩
薩
等
が
座
か
ら
起

ち
東
南
方
に
向
っ
て
合
掌
し
て
「
南
無
蓮
華
尊
」
と
唱
え
、
蓮
華
尊
仏
の
成
道
を
讃
え
た
。
そ
の
場
面
の
取
意
か
。「
是
等
の
如

き
上
首
の
菩
薩
摩
訶
薩
十
千
人
を
俱
し
て
、
即
ち
座
よ
り
起
ち
て
偏
に
右
肩
を
袒
ぎ
右
膝
を
地
に
著
き
、
叉
手
合
掌
し
東
南
方
に

向
か
ひ
、
一
心
に
歓
喜
し
恭
敬
瞻
仰
し
て
、
是
の
言
を
作
す
。
南
無
蓮
華
尊
多
陀
阿
伽
度
阿
羅
呵
三
藐
三
仏
陀
。
南
無
蓮
華
尊
多

陀
阿
伽
度
阿
羅
呵
三
藐
三
仏
陀
」（『
悲
華
経
』
巻
第
一
、
転
法
輪
品
）。

42
方
広
経　

経
典
名
に
「
方
広
」
を
含
む
経
典
は
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』『
大
方
広
荘
厳
経
』
な
ど
複
数
あ
る
が
、
42
行
の
引
用
文

が
未
見
の
た
め
特
定
で
き
な
い
。『
日
本
霊
異
記
』
に
も
「
方
広
経
」「
方
広
経
典
」
が
八
カ
所
み
ら
れ
、
大
乗
経
典
の
総
称
と
す

る
説
が
あ
る
が
、
中
田
祝
夫
氏
は
説
話
の
内
容
か
ら
懺
悔
に
用
い
ら
れ
た
経
典
『
大
通
方
広
懺
悔
滅
罪
荘
厳
成
仏
経
（
大
通
方
広

経
）』
二
巻
（
著
者
不
明
、
中
国
で
作
成
さ
れ
た
疑
経
）
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
但
し
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
引

用
文
は
そ
の
経
文
に
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
（「『
日
本
霊
異
記
』
所
引
の
一
仏
典
─
大
通
方
広
懺
悔
滅
罪



一
六

荘
厳
成
仏
経
に
つ
い
て
─
」、伊
藤
博
・
渡
瀬
昌
也
編
『
石
井
庄
司
博
士
喜
寿
記
念
論
集
上
代
文
学
考
究
』
塙
書
房
、一
九
七
八
年
）。

し
か
し
、【
解
説
】
で
述
べ
た
よ
う
に
本
章
段
以
降
は
懺
悔
に
関
わ
る
記
述
が
多
く
、ま
た
蔵
本
尚
徳
氏
と
藤
本
誠
氏
は
79
行
「
謗

法
闡
提
ノ
罪
」
に
『
大
通
方
広
経
』
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
（
79
行
【
語
注
】
参
照
）、
42
行
の
『
方
広
経
』
は
『
大
通

方
広
経
』
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。『
大
通
方
広
経
』
に
、
信
心
と
不
信
の
利
益
不
利
益
を
述
べ
る
箇
所
が
あ
る
。「
若
し
不
信
・

軽
咎
・
不
敬
の
人
、
則
ち
此
の
十
二
部
経
を
謗
り
、
及
び
金
剛
色
身
を
謗
り
、
及
び
大
士
文
殊
師
利
を
謗
り
、
及
び
此
の
十
方
の

諸
仏
を
謗
れ
ば
、
是
の
人
定
め
て
地
獄
に
堕
し
て
無
虚
な
り
（
下
略
）」（『
大
通
方
広
経
』
巻
下
）。

43
因
果
経　

釈
尊
の
仏
伝
を
説
く
『
過
去
現
在
因
果
経
』
四
巻
に
同
文
は
み
ら
れ
な
い
。
唐
代
の
疑
経
『
善
悪
因
果
経
』
一
巻
は
、

前
世
の
業
因
に
よ
っ
て
現
世
の
貧
富
貴
賤
美
醜
が
あ
る
こ
と
を
説
く
。
同
文
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
取
意
か
。

45
摩
訶
摩
耶
経　

曇
景
訳
『
摩
訶
摩
耶
経
』
二
巻
。
中
田
書
は
、
経
典
に
同
文
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
以
下
の
部
分
に
摩
耶
夫
人
に

乱
想
が
多
い
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
２８２
頁
）。「
時
摩
訶
摩
耶
。
即
於
仏
前
而
自
剋
責
其
心
意
言
。
汝
常
何

故
作
非
利
益
。
遊
六
塵
境
而
不
安
定
。
乱
想
牽
挽
無
時
暫
停
。（
以
下
略
）」（『
摩
訶
摩
耶
経
』
巻
上
）。
ま
た
、
次
の
文
を
挙
げ

て
い
る
。「
尓
時
、
摩
訶
摩
耶
。
説
此
偈
已
而
白
仏
言
。
世
尊
。
一
切
衆
生
在
於
五
道
。
皆
由
煩
悩
過
患
所
致
。
故
有
結
縛
。
不

得
自
在
。
願
我
来
世
得
成
正
覚
。
常
断
一
切
此
患
根
本
」（
同
）。
こ
の
後
に
「
百
千
憶
劫
受
余
雑
形
」（
同
）
と
あ
る
。『
摩
訶
摩

耶
経
』
巻
上
は
、
釈
尊
が
母
の
摩
耶
夫
人
の
た
め
に
忉
利
天
に
昇
り
説
法
を
す
る
内
容
で
、
48
行
に
共
通
す
る
。

45
摩
耶
夫
人　

摩
訶
摩
耶
。
浄
飯
王
の
夫
人
、
釈
尊
の
母
。
釈
尊
を
生
ん
で
七
日
目
に
亡
く
な
っ
た
。

46
五
道
生
死　

五
道
（
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
・
天
）
を
め
ぐ
る
生
死
輪
廻
。

46
雑
形　

五
道
に
生
ま
れ
る
者
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
か
た
ち
。
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一
七

47
正
法
ノ
時　

釈
尊
入
滅
後
、
教
え
が
正
し
く
行
わ
れ
る
期
間
。
正
法
・
像
法
・
末
法
の
三
時
説
に
よ
る
。
期
間
に
は
諸
説
が
あ
る

が
、
正
法
五
百
年
が
一
般
的
で
あ
る
。

47
像
法
ノ
時　

仏
の
教
え
（
教
）
と
実
践
（
行
）
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
と
り
（
証
）
が
得
ら
れ
な
い
時
代
。
像
法
五
百
年
説

と
千
年
説
が
あ
る
。

47
住
持
ノ
三
寶　

末
世
ま
で
保
存
さ
れ
る
と
い
う
三
宝
（
仏
像
・
経
巻
・
僧
）。仏
不
在
の
世
に
も
、住
持
の
三
宝
は
存
続
す
る
の
で
、

礼
拝
の
対
象
と
な
る
。「
住
持
と
は
、
世
尊
最
後
に
将
に
般
涅
槃
せ
ん
と
し
て
、
忉
利
天
に
於
て
、
安
居
説
法
し
た
ま
ふ
。
優
填

王
等
、
金
容
を
思
仰
し
て
、
檀
を
彫
り
て
像
と
為
し
、
以
て
供
養
を
為
す
。
仏
忉
利
よ
り
方
に
宝
階
を
下
る
。
檀
像
起
立
し
て
、

礼
拝
し
迎
逆
す
。
世
尊
摩
頂
し
て
、
像
を
記
し
て
言
は
く
、
未
来
住
持
し
て
、
広
く
仏
事
を
な
せ
と
。」（『
大
乗
法
苑
義
林
章
』

巻
第
六
之
本
、
三
宝
義
林
）。「
三
宝
常
住
に
し
て
世
を
化
し
、
恩
徳
広
大
に
し
て
不
思
議
な
り
。」（『
心
地
観
経
』
巻
第
三
、
報

恩
品
）。

48
盂
闐
王
ノ
像　

優
填
王
。
釈
尊
が
忉
利
天
で
説
法
を
し
て
い
る
間
に
、
優
填
王
と
波
斯
匿
王
が
、
釈
尊
を
慕
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
五
尺

の
像
を
造
っ
た
。
釈
尊
は
こ
の
像
に
末
世
の
教
化
を
託
し
た
と
い
う
。「
優
填
王
即
ち
牛
頭
栴
檀
を
以
て
、
如
来
の
形
像
を
作
る
。

高
さ
五
尺
な
り
。（
中
略
）
是
の
時
波
斯
匿
王
純も
っ
ぱら

紫
磨
金
を
以
て
、
如
来
の
像
を
作
る
。
高
さ
五
尺
な
り
。
爾
の
時
閻
浮
里
内

に
始
め
て
此
の
二
の
如
来
の
形
像
有
り
」（『
増
一
阿
含
経
』
巻
第
二
十
八
、
聴
法
品
）。

48
毘
首　

毘
首
羯
摩
。
妙
業
、
工
巧
、
工
巧
師
、
種
々
工
業
な
ど
と
も
訳
す
。
帝
釈
天
の
臣
で
、
建
築
彫
刻
等
の
神
。

48
須
達　

須
達
多
、
給
孤
独
長
者
。
中
イ
ン
ド
舎
衛
城
の
長
者
で
、
波
斯
匿
王
の
大
臣
。
常
に
孤
独
者
を
憐
れ
み
、
衣
食
を
給
施
し

た
。
仏
弟
子
舎
利
弗
と
共
に
祇
園
精
舎
を
建
立
し
た
。
55
行
の
「
祇
桓
寺
」
は
祇
園
精
舎
の
事
。
２６４
行
と
２７６
行
に
も
「
須
達
」
の



一
八

名
前
が
み
え
る
。

48
三
道
ノ
寶
階　

釈
尊
が
忉
利
天
説
法
の
後
、
僧
伽
尸
城
に
降
り
る
と
き
に
、
毘
首
羯
摩
と
諸
天
が
釈
尊
の
た
め
に
作
っ
た
三
列
の

階
段
。
七
宝
、
ま
た
は
金
銀
等
で
作
ら
れ
て
い
る
。『
摩
訶
摩
耶
経
』（
45
行
）
に
も
み
え
る
。「
即
ち
鬼
神
を
し
て
三
道
の
宝
階

を
作
ら
し
む
。
中
央
の
階
は
閻
浮
檀
金
を
用
い
、
右
面
の
階
は
純
瑠
璃
を
用
い
、
左
面
の
階
は
純
瑪
瑙
を
用
い
、
欄
楯
は
極
め
て

厳
麗
に
彫
鏤
す
」（『
摩
訶
摩
耶
経
』
巻
上
）。「
爾
の
時
自
在
天
子
、
即
ち
三
道
の
金
・
銀
・
水
精
を
化
作
し
ぬ
。
是
の
時
金
道
は

当
に
中
央
に
在
る
べ
し
。
水
精
道
の
側
、
銀
道
の
側
を
挟
み
て
金
樹
を
化
し
ぬ
」（『
増
一
阿
含
経
』
巻
第
二
十
八
）。

48
腰
ヲ
曲
ゲ
テ　

優
填
王
の
仏
像
は
、
立
ち
上
が
り
礼
拝
し
て
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
。
１６５
行
に
も
「
曲
腰
像
尺
云
」
と
あ
る
。
47

行
「
盂
闐
王
ノ
像
」
語
注
参
照
。「
如
来
が
天
宮
自
り
還
ら
れ
る
や
、
刻
檀
の
像
は
起
ち
て
世
尊
を
迎
へ
た
り
」（『
大
唐
西
域
記
』

巻
第
五
）。「
伝
へ
聞
く
、
優
填
の
檀
の
像
起
ち
て
礼
み
敬
ふ
こ
と
を
致
し
、
丁
蘭
の
木
の
母
動
き
て
生
け
る
形
を
示
す
と
い
ふ
は
、

其
れ
斯
れ
を
謂
ふ
な
り
」（『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
三
十
九
縁
）。

49
懺
悔　

42
行
語
注
に
掲
出
し
た
『
大
通
方
広
経
』
に
も
と
づ
く
懺
悔
は
唐
代
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
（
牧
田
諦
亮
『
擬
経
研
究
』

第
八
章
、
臨
川
書
店
、
一
九
七
六
年
、『
牧
田
諦
亮
著
作
集
』
第
一
巻
所
収
）。

49
四
方
四
仏　

経
典
に
よ
り
諸
説
あ
る
。
東
方
は
阿
閦
仏
の
香
積
世
界
、
南
方
は
実
相
仏
の
歓
喜
世
界
、
西
方
は
無
量
仏
の
安
楽
世

界
、
北
方
は
微
妙
声
仏
の
蓮
華
荘
厳
世
界
な
ど
。
古
代
寺
院
の
塔
の
内
部
に
、
四
方
浄
土
を
安
置
し
た
作
例
が
あ
る
。
東
大
寺
東

塔
院
、
興
福
寺
五
重
塔
な
ど
。

【
翻
刻
】（
50
～
52
行
）
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一
九

50　

仏
ノ
行
給
フ
時
足
離
地
四
寸　

衆然千
輻
輪
相
現
地
上

生
触
跡
七
日
受
楽　

仏
右
廻
身
時
地
深
八
万
四
千
由
旬

51　

如
車
輪
旋　

乞
食
出
城　

開
城
門
時　

鳴
琴
竹
鼓
之
音　

盲
聾　

一
切
攣
躄
百
疾疾
一
時
烋
息

52　

敬
礼
天
人
云　

敬
礼
常
住
三
寶
云

【
読
み
下
し
文
】（
50
～
52
行
）

仏
ノ
行
キ
給
フ
時
ニ
ハ
、
足
、
地
ヲ
四
寸
離
レ
タ
マ
フ
。（
然
レ
ド
モ
千
輻
輪
相
ハ
地
上
ニ
現
ル
。）
衆
生
、
跡
ニ
触
ル
レ
バ
七
日
ノ

楽
ヲ
受
ク
。
仏
ノ
右
ヨ
リ
身
ヲ
廻
ラ
シ
タ
マ
フ
時
ニ
ハ
、
地
深
キ
コ
ト
八
万
四
千
由
旬
、
車
輪
ノ
如
ク
ニ
旋
ル
。

乞
食
シ
テ
城
ヲ
出
デ
、
城
門
ヲ
開
ク
時
ニ
ハ
、
琴
竹
鼓
ノ
音
ガ
鳴
ル
。
盲
モ
聾
モ
、
一
切
ノ
攣
躄
モ
、
百
ノ
疾
モ
、
一
時
ニ
烋
息
ス
。

天
人
ニ
敬
礼
ス
云
。
常
住
ノ
三
寶
ニ
敬
礼
ス
云
。

【
文
意
】（
50
～
52
行
）

仏
が
お
行
き
に
な
る
時
に
は
、
足
が
地
を
四
寸
お
離
れ
に
な
る
。（
し
か
し
、
千
輻
輪
相
は
地
上
に
現
れ
る
。）
衆
生
が
足
跡
に
触

れ
る
と
、
七
日
の
安
楽
を
受
け
る
。
仏
が
右
か
ら
身
を
お
廻
ら
せ
に
な
る
時
に
は
、
大
地
の
深
さ
八
万
四
千
由
旬
が
車
輪
の
よ
う
に

旋
る
。

仏
が
乞
食
し
て
城
を
出
て
城
門
が
開
く
時
に
は
、
琴
や
竹
鼓
の
楽
の
音
が
鳴
り
、
盲
者
も
聾
者
も
、
一
切
の
手
足
の
不
自
由
な
者

た
ち
も
、
百
人
の
病
者
た
ち
も
、
一
斉
に
安
ら
か
に
休
息
す
る
。

天
人
に
敬
礼
す
る
云
。
常
住
の
三
宝
に
敬
礼
す
る
云
。



二
〇

【
解
説
】（
50
～
52
行
）

▽
50
行
～
51
行　

仏
の
歩
行
の
瑞
相
を
述
べ
、
仏
を
讃
え
る
章
段
。『
大
宝
積
経
』
に
、
仏
の
身
業
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
、

一
致
す
る
内
容
が
多
い
。『
往
生
要
集
』
巻
中
に
も
同
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
如
来
は
若
し
は
城
邑
に
往
き
若
し
は
旋
り
返
る

時
に
、
双
足
は
空
を
踏
ん
で
、
千
輻
の
輪
は
地
の
際
に
現
れ
、
悦
意
の
妙
香
の
鉢
特
摩
花
は
自
然
に
湧
出
し
て
如
来
の
足
を
承
け
、

若
し
畜
生
趣
の
一
切
の
有
情
の
、
如
来
の
足
に
為よ
っ
て
触
れ
ら
る
る
者
は
、
極
っ
て
七
日
に
満
つ
る
ま
で
諸
の
快
楽
を
受
け
、
命

終
の
後
に
は
善
趣
た
る
楽
世
界
の
中
に
往
生
す
る
な
り
」（『
大
宝
積
経
』
巻
第
四
十
、
菩
薩
蔵
会
）。

▽
51
行　

仏
伝
の
出
家
出
城
の
場
面
か
。
悉
多
太
子
が
出
家
の
た
め
に
城
を
出
る
時
、
諸
天
諸
菩
薩
が
現
れ
て
太
子
を
と
り
ま
き
、

天
楽
を
奏
し
た
と
い
う
仏
伝
が
あ
る
。「
菩
薩
の
左
辺
に
は
、
欲
界
の
天
子
、
手
に
幢
幡
を
執
り
、
無
数
の
天
楽
あ
り
、
導
引
し

て
前
行
す
」（『
衆
許
摩
訶
帝
経
』
巻
第
四
）。
出
城
の
場
面
に
乞
食
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
仏
伝
は
未
見
。

▽
52
行　

藤
本
誠
氏
は
、『
集
諸
経
礼
懺
義
』
の
供
養
文
の
冒
頭
や
如
来
唄
の
後
に
「
敬
礼
常
住
三
宝
」
と
あ
り
、『
入
唐
求
法
巡
礼

行
記
』
に
も
み
え
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は｢

六
種｣

（
27
行
章
題
）
の
供
養
と
一
体
化
し
た
礼
仏
で
、「
奈
良
時
代
後
期

か
ら
平
安
初
期
に
お
け
る
様
々
な
法
会
で
行
わ
れ
た
仏
を
供
養
す
る
た
め
の
焼
香
・
散
華
の
次
第
で
あ
」っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。

ま
た
、「『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
は
、
執
筆
当
初
、
父
母
追
善
の
法
華
八
講
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
手
控
え
」
で
、「
自
他
懺
悔
」

（
67
～
79
行
）
が
追
善
供
養
に
懺
悔
過
供
養
が
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
藤
本
誠
「『
東

大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
成
立
過
程
」、『
水
門
─
言
葉
と
歴
史
─
』
23
、
二
〇
一
一
年
七
月
）。
藤
本
氏
の
説
を
ふ
ま
え
る
と
、「
自
他

懺
悔
混
雑
言
」
の
章
段
（
67
～
74
行
）
か
ら
「
至
心
慚
愧
皆
懺
悔
」
を
述
べ
る
75
～
79
行
ま
で
の
章
段
だ
け
で
は
な
く
、
前
章
段
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二
一

（
41
～
49
行
）
と
こ
の
章
段
（
50
～
52
行
）
も
懺
悔
の
次
第
の
た
め
の
詞
章
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

【
語
注
】（
50
～
52
行
）

50
千
輻
輪
相　

仏
の
三
十
二
相
（
仏
が
備
え
て
い
る
三
十
二
の
特
徴
）
の
一
つ
。
仏
の
足
の
裏
に
あ
る
、
千
の
輻
を
持
つ
車
輪
の
よ

う
な
紋
様
。「
地
上
ニ
現
ル
」
は
、「
千
輻
の
輪
は
地
の
際
に
現
れ
」（『
大
宝
積
経
』
巻
第
四
十
）
に
一
致
す
る
。

50
地
深
キ
コ
ト
八
万
四
千
由
旬　

仏
教
の
世
界
観
で
は
、
世
界
の
最
低
に
風
輪
が
あ
り
、
そ
の
上
に
水
輪
が
あ
り
、
そ
の
上
に
金
輪

が
あ
り
、
そ
の
上
に
大
地
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
深
さ
は
諸
説
あ
る
。
由
旬
は
イ
ン
ド
の
距
離
の
単
位
。

51
乞
食　

托
鉢
。
十
二
頭
陀
行
の
一
つ
。

52
天
人　

仏
堂
内
の
天
人
像
の
こ
と
か
。

52
常
住
ノ
三
寶　

永
劫
に
と
ど
め
ら
れ
る
三
宝
の
こ
と
。
47
行
の
「
住
持
三
寶
」
に
同
じ
。

【
翻
刻
】（
53
～
54
行
）

53　

←
⑧　

鸞
鳳鳥

翔勧請
言処　

必
有
聖
王　

紫
雲
黄
雲
蘡
茀
下
必
有
福
徳　
玉
男　
玉
女智慧　

況
乎
仏某
翔
臨
所

54　

何
災
而
不
滅
何
欣
而
不
就

【
読
み
下
し
文
】（
53
～
54
行
）

←
⑧　
（
鳳
）鸞
鳥
ノ
翔
ル
処
ニ
ハ
、
必
ズ
聖
王
有
リ
。
紫
雲
黄
雲
ノ
蘡
茀
ト
ア
ル
下
ニ
ハ
、
必
ズ
福
徳
ノ
（
玉
）
男
、（
智
慧
ノ
）

某

勧
請
言



二
二

（
玉
）
女
有
リ
。
況
ヤ
（
某
）
仏
（
某
菩
薩
）
ノ
翔
リ
臨
ミ
タ
マ
フ
所
ニ
ハ
、
何
ノ
災
カ
滅
セ
ズ
ア
ラ
ム
、
何
ノ
欣
ビ
カ
就ナ
ラ
ズ
ア

ラ
ム
。

【
文
意
】（
53
～
54
行
）

勧
請
の
言

←
⑧
（
鳳
）
鸞
鳥
が
飛
び
翔
け
る
処
に
は
必
ず
聖
王
が
い
る
。紫
雲
黄
雲
が
た
な
び
く
下
に
は
、必
ず
福
徳
の
（
玉
の
）
男
と
（
智

慧
の
）（
玉
の
）
女
が
い
る
だ
ろ
う
。
い
わ
ん
や
、
某
仏
（
某
菩
薩
）
が
天
翔
け
て
降
臨
さ
れ
る
所
に
は
、
ど
ん
な
災
が
滅
び
な
い

こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
ど
ん
な
欣
び
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

【
解
説
】（
53
～
54
行
）

▽
53
～
54
行　

標
題
「
勧
請
言
」
と
あ
る
。「
勧
請
」
は
法
会
の
時
に
仏
菩
薩
の
降
臨
を
願
う
こ
と
で
、
仏
菩
薩
が
現
れ
る
時
の
瑞

兆
を
讃
嘆
す
る
本
文
の
内
容
と
一
致
す
る
。「
某
仏
（
某
菩
薩
）」
と
し
て
諸
仏
諸
菩
薩
の
勧
請
に
汎
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

藤
本
誠
氏
に
よ
る
と
、『
礼
懺
儀
』
の
式
次
第
で
は
「
懺
悔
」
の
後
に
「
勧
請
」
が
あ
る
（【
解
説
】
▽
52
行
藤
本
論
文
参
照
）。

65
行
に
は
「
勧
請
発
句
」
と
あ
る
（【
解
説
】
▽
65
～
66
行
参
照
）。

【
語
注
】（
53
～
54
行
）

53
鳳　

鳳
凰
。
聖
天
子
が
現
れ
る
と
き
に
出
現
す
る
と
い
わ
れ
る
。
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二
三

53
鸞
鳥　

鳳
凰
の
一
種
。

53
紫
雲
黄
雲　

瑞
雲
。
盛
徳
の
君
子
や
聖
人
の
い
る
と
こ
ろ
に
た
な
び
く
と
い
わ
れ
る
。「
産
る
る
時
に
当
り
て
紫
雲
有
り
、
其
の

家
の
上
に
見
あ
ら
はれ
き
」（『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
六
年
正
月
十
四
日
、
円
仁
卒
伝
）。

【
翻
刻
】（
55
行
）

55　

帝止
釈
宮
玉
柱
衆
生
善
悪
自
然
現
祗
桓
寺
石
鏡
福
禍
忽
現

【
読
み
下
し
文
】（
55
行
）

（
止
）
帝
釈
宮
ノ
玉
ノ
柱
ニ
ハ
、
衆
生
ノ
善
悪
ガ
自
然
ニ
現
レ
、
祗
桓
寺
ノ
石
ノ
鏡
ニ
ハ
福
禍
ガ
忽
ニ
現
ル
。

【
解
説
】（
55
行
）

▼
55
行
の
前
に
２
行
分
程
の
空
白
あ
り
。

▽
55
行　
「
止
」
は
、
抹
消
の
意
。
帝
釈
宮
の
柱
と
祇
園
精
舎
の
鏡
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
感
応
道
交
（
１
～
６
行
、
56
～
59
行
）

の
例
示
で
あ
ろ
う
。

【
語
注
】（
55
行
）

55
帝
釈
宮
ノ
玉
ノ
柱　

帝
釈
宮
は
、
帝
釈
天
の
住
処
。
須
弥
山
の
頂
上
の
忉
利
天
に
あ
る
。
そ
の
中
に
三
十
三
天
が
集
ま
る
善
法
堂



二
四

が
あ
り
、
堂
内
に
巨
大
な
柱
が
あ
る
。「
其
の
堂
の
中
の
柱
は
、
囲
り
十
由
旬
、
高
さ
百
由
旬
な
り
。
其
の
柱
の
下
に
当
り
て
、

天
帝
の
座
を
敷
く
」（『
仏
説
長
阿
含
経
』
巻
第
二
十
）。

55
祗
桓
寺　

祇
園
精
舎
。
舎
衛
城
の
南
に
あ
る
僧
園
、
釈
尊
説
法
の
遺
跡
。
須
達
が
建
立
し
た
（
48
行
「
須
達
」
語
注
参
照
）。
石

鏡
に
つ
い
て
は
未
見
。

【
翻
刻
】（
56
～
59
行
）

56　

虚
空
月
者
矣
十
水
中
十
箇
月
影
現
百
水
中
百
箇
月
影
現
然
ト
モ
虚
空
月
不
増
不
減
諸

57　

仏
之如来
法
界
身
一
切
衆
生
心
想
之
中
一
処
无而
不
現　

然
ト
モ
法
身
之
仏
不
増
不
減

58　

勝
鬘
夫
人
云　

韋
提
云　

五
百
賊
云　

五
百
釈
女
云

59　

帝
釈
宮
有
因
陀
羅
網
云

【
読
み
下
し
文
】（
56
～
59
行
）

虚
空
ノ
月
ハ
、
十
水
ノ
中
ニ
ハ
十
箇
ノ
月
影
ト
シ
テ
（
現
ル
）。
百
水
ノ
中
ニ
ハ
百
箇
ノ
月
影
ト
シ
テ
現
ル
。
然
レ
ド
モ
虚
空
ノ
月

ハ
増
サ
ズ
、
減
ラ
ズ
。
諸
仏
（
如
来
ノ
法
界
ノ
）
身
ハ
、
一
切
衆
生
ノ
心
想
ノ
中
ニ
一
処
ト
シ
テ
現
レ
ズ
ト
イ
フ
コ
ト
无
シ
。
然
レ

ド
モ
、
法
身
ノ
仏
ハ
増
サ
ズ
、
減
ラ
ズ
。

勝
鬘
夫
人
云
。
韋
提
云
。
五
百
ノ
賊
云
。
五
百
ノ
釈
女
云
。

帝
釈
宮
ニ
因
陀
羅
網
有
リ
云
。
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二
五

【
文
意
】（
56
～
～
59
行
）

虚
空
の
月
は
、
十
水
の
中
に
十
箇
の
月
影
と
し
て
（
現
れ
る
。）
百
水
の
中
に
は
百
箇
の
月
影
と
し
て
現
れ
る
。
し
か
し
、
虚
空

の
月
は
増
え
も
せ
ず
、
減
り
も
し
な
い
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
諸
仏
（
如
来
の
法
界
）
の
身
は
、
一
切
衆
生
の
心
想
の
中
に
一
処

と
し
て
現
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
然
し
、
法
身
の
仏
は
増
え
る
こ
と
が
な
く
、
減
る
こ
と
も
な
い
。

勝
鬘
夫
人
云
。
韋
提
云
。
五
百
の
賊
云
。
五
百
の
釈
女
云
。

帝
釈
宮
に
因
陀
羅
網
が
あ
る
云
。

【
解
説
】（
56
～
～
59
行
）

▼
56
行
の
前
に
２
行
分
程
の
空
白
あ
り
。

▽
56
～
57
行　

仏
と
衆
生
の
感
応
道
交
の
水
月
の
喩
え
。
３
行
に
も
類
似
の
表
現
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
仏
の
三
身
の
う
ち
の

法
身
を
月
に
喩
え
て
い
る
。
天
台
宗
教
義
書
の
『
法
華
玄
義
』
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
。
拙
稿
「
水
の
中
の
月
─
『
東
大
寺
諷
誦

文
稿
』
に
お
け
る
天
台
教
学
の
受
容
─
」（『
成
城
国
文
学
論
集
』
第
三
十
五
集
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
参
照
。

▽
58
行　

波
斯
匿
王
の
伝
説
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
で
あ
ろ
う
。

【
語
注
】（
56
～
～
59
行
）

57
（
如
来
ノ
法
界
ノ
）
身　

法
界
は
真
理
の
世
界
。
真
理
を
身
体
と
し
て
い
る
仏
の
こ
と
。
法
身
に
同
じ
。
法
身
は
仏
の
三
身
の
一
。



二
六

57
法
身　

法
界
ノ
身
に
同
じ
。「
彼
の
文
に
云
は
く
、「
仏
の
真
法
身
は
猶
ほ
虚
空
の
如
し
、
物
に
応
じ
て
形
を
現
ず
る
こ
と
水
中
の

月
の
如
し
」
と
、
報
身
は
即
ち
天
月
な
り
」（『
法
華
玄
義
』
巻
第
五
下
）「
法
身
清
浄
に
し
て
染
無
き
こ
と
虚
空
の
如
く
、
湛
然

と
し
て
一
切
に
応
ず
。
思
無
く
念
無
く
し
て
、
機
に
随
っ
て
即
ち
対
す
。
一
月
降
ら
ず
、
百
水
升のぼ
ら
ず
し
て
、
河
の
短
長
に
随
ひ
、

河
の
規
矩
に
任
せ
て
、
前
無
く
後
無
く
一
時
に
普
く
現
ず
る
が
如
し
」（
同
、
巻
第
六
上
）。

58
勝
鬘
夫
人　

音
訳
で
は
末
利
夫
人
。
波
斯
匿
王
の
第
一
夫
人
、
毘
流
離
王
の
母
。
迦
毘
羅
衛
国
の
村
邑
の
知
事
の
娘
。
波
斯
匿
王

と
と
も
に
仏
を
信
奉
し
た
。
一
説
に
、
婢
の
娘
と
も
（
58
行
「
五
百
ノ
釈
女
」
語
注
参
照
）。

58
韋
提　

韋
提
希
。
頻
婆
娑
羅
王
の
妃
、
阿
闍
世
王
の
母
。
一
説
に
、
波
斯
匿
王
の
妹
。

58
五
百
ノ
賊　

波
斯
匿
王
の
伝
説
か
。
波
斯
匿
王
が
五
百
人
の
賊
を
捉
え
て
眼
を
え
ぐ
っ
た
が
、
賊
ら
は
仏
に
祈
り
元
通
り
の
眼
を

与
え
ら
れ
て
救
わ
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。「
復
次
に
善
男
子
、
憍
薩
羅
国
に
、
諸
の
群
賊
あ
り
。
そ
の
数
五
百
な
り
。
軍
当

抄
劫
し
て
、
害
を
為
す
こ
と
滋はな
は
だ甚し
。
波
斯
匿
王
、
そ
の
縦
暴
を
患
ひ
、
兵
を
遣
は
し
て
伺
ひ
捕
ふ
。
得
已
り
て
目
を
挑
り
、
遂

に
黒
闇
叢
林
の
下
に
著
す
」（
北
本
『
涅
槃
経
』
巻
第
十
六
、
梵
行
品
）。「
大
王
、
舎
婆
提
国
に
群
賊
五
百
あ
り
。
波
斯
匿
王
、

そ
の
目
を
挑
出
す
」（
同
、
巻
第
十
九
、
梵
行
品
）。

58
五
百
ノ
釈
女　

釈
女
は
、釈
迦
族
の
女
性
。
毘
流
離
王
の
伝
説
か
。
波
斯
匿
王
が
迦
毘
羅
衛
国
に
釈
迦
族
の
女
を
求
め
た
時
、偽
っ

て
婢
の
娘
で
あ
る
勝
鬘
を
与
え
、
波
斯
匿
王
は
第
一
夫
人
と
し
た
。
そ
の
息
子
毘
流
離
王
は
、
母
が
婢
の
女
で
あ
っ
た
こ
と
を
侮

辱
さ
れ
て
釈
迦
族
を
怨
み
、
迦
毘
羅
衛
国
を
滅
ぼ
し
た
。
五
百
人
の
釈
女
を
婦
に
選
び
取
っ
た
が
、
拒
絶
さ
れ
侮
辱
さ
れ
た
こ
と

に
怒
り
、
惨
殺
し
た
。
し
か
し
、
釈
尊
は
五
百
人
の
釈
女
の
た
め
に
法
を
説
き
、
釈
女
た
ち
は
天
上
に
生
ま
れ
か
わ
る
こ
と
が
で

き
た
。「
時
に
王
瞋い
か恚
り
、
尽
く
五
百
の
釈
女
を
取
り
て
、
其
の
手
足
を
切
り
、
深
き
坑
の
中
に
著
す
」（『
増
一
阿
含
経
』
巻
第
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二
七

二
十
六
）。「
軍
を
還
せ
る
の
側
に
卒
堵
婆
有
り
。
是
れ
釈
女
が
戮
せ
ら
れ
し
所
な
り
」（『
大
唐
西
域
記
』
巻
第
六
、
室
羅
伐
悉
底

国
）。

59
因
陀
羅
網　

帝
釈
天
宮
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
網
。
結
び
目
の
一
つ
一
つ
に
珠
玉
が
結
び
付
け
ら
れ
、
互
い
に
無
限
に
映
じ

合
う
。『
華
厳
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
。「
因
陀
羅
網　

因
陀
羅
此
云
帝
也
。
帝
謂
帝
釈
也
。
網
謂
帝
釈
大
衙
殿
上
結
珠
之
網
。
其

網
孔
相
更
為
中
表
圍
遶
平
作
。
主
伴
同
時
成
就
圍
遶
相
応
也
」（『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』
下
巻
）。

【
翻
刻
】（
60
行
）

60　

生
ト
シ
生
ヌ
ル
世
中
ニ
人
ハ　

无
不
ト
云
事
蒙
父
母
之
恩

【
読
み
下
し
文
】（
60
行
）

世
ノ
中
ニ
生
キ
ト
シ
生
キ
ヌ
ル
人
ハ
、
父
母
ノ
恩
ヲ
蒙
ラ
ズ
ト
イ
フ
コ
ト
无
シ
。

【
解
説
】（
60
行
）

▼
60
行
の
前
に
、
五
行
分
程
度
の
空
白
有
り
。

▽
父
母
の
恩
に
つ
い
て
述
べ
る
。

【
語
注
】（
60
行
）
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60
生
ト
シ
生
ヌ
ル
人
ハ　

助
詞
「
シ
」
が
「
ト
」
に
つ
い
た
例
で
あ
る
。
25
行
「
有
リ
シ
」
語
注
参
照
。

【
翻
刻
】（
61
～
62
行
）

61　
　
　

与
楽
之
良
扶　

不
如
三
寶
ノ
福
田　

滅
罪
生
福
之
至
便　

不
過
大
乗
ノ
威
力　

是
以

62　

今
日
旦
主
等　

至
誠
帰
補
陀
之
主　

慇
憑
投
大
悲
海

【
読
み
下
し
文
】（
61
～
62
行
）

　
　

与
楽
ノ
良
キ
扶
ケ
ハ
、
三
寶
ノ
福
田
ニ
如
カ
ズ
。
滅
罪
生
福
ノ
至
便
ハ
、
大
乗
ノ
威
力
ニ
過
ギ
ズ
。
是
ヲ
以
テ
、
今
日
、
旦

主
等
、
至
誠
ヲ
モ
テ
補
陀
ノ
主
ニ
帰
シ
、
慇
ニ
大
悲
海
ニ
憑
投
ス
。

【
文
意
】（
61
～
62
行
）

苦
を
抜
い
て
楽
を
与
え
て
く
だ
さ
る
有
り
難
い
助
け
は
、
三
宝
の
福
田
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
。
罪
を
滅
ぼ
し
福
を
生
む
た
め
に

至
便
な
も
の
は
、
大
乗
の
威
力
に
過
ぎ
る
も
の
は
な
い
。
是
を
以
て
、
今
日
、
檀
主
等
は
、
至
誠
を
も
っ
て
補
陀
落
浄
土
の
主
で
あ

る
観
音
菩
薩
に
帰
依
し
、
慇
ろ
に
大
悲
の
海
に
身
を
投
じ
る
。

【
解
説
】（
61
～
62
行
）

▼
61
行
の
前
に
、
六
行
分
程
度
の
空
白
有
り
。

抜
苦

抜
苦
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二
九

▽
61
～
62
行　

観
音
菩
薩
に
檀
主
等
の
帰
依
を
誓
う
文
。こ
の
後
63
～
64
行
に
は
薬
師
如
来
を
讃
え
る
文
が
あ
る
。53
行
に
「
某
仏
・

某
菩
薩
」
と
あ
り
、
53
〜
54
行
が
種
々
の
仏
菩
薩
の
法
会
に
対
応
で
き
る
勧
請
の
文
句
と
な
っ
て
い
る
が
、
61
〜
62
行
・
63
〜
64

行
は
、
薬
師
如
来
や
観
音
菩
薩
の
法
会
の
場
合
に
組
み
合
わ
せ
て
使
用
す
る
文
句
と
し
て
こ
こ
に
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
と
も
考

え
ら
れ
る
。

【
語
注
】（
61
～
62
行
）

62
補
陀
ノ
主　

原
文
「
浦
陀
」。
補
陀
落
世
界
は
観
世
音
菩
薩
の
浄
土
で
、
観
音
菩
薩
の
こ
と
。

【
翻
刻
】（
63
～
64
行
）

63　

七
寶
所
成
之
琉
璃
寶
宮　

十
恒
河
沙
世
界
遥
遠
雖　

因
行
十
二
故　

神
通
寶
輿
望

64　

住
持
之
大
殿

【
読
み
下
し
文
】（
63
～
64
行
）

七
寶
ノ
成
ズ
ル
所
ノ
琉
璃
ノ
寶
宮
。
十
恒
河
沙
ノ
世
界
ハ
遥
遠
ナ
リ
ト
雖
モ
、
因
行
十
二
ノ
故
ニ
、
宝
輿
ヲ
神
通
シ
、
住
持
ノ
大

殿
ヲ
望
ム
。

【
文
意
】（
63
～
64
行
）



三
〇

七
宝
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
薬
師
如
来
の
琉
璃
の
宝
宮
。
十
恒
河
沙
の
彼
方
に
あ
る
浄
瑠
璃
浄
土
の
世
界
は
遥
遠
で
あ
る
と

い
え
ど
も
、
薬
師
如
来
の
修
行
に
よ
る
十
二
の
大
願
の
た
め
に
、
神
通
力
に
よ
っ
て
薬
師
如
来
の
玉
の
輿
に
ま
み
え
、
住
持
の
大
殿

を
望
み
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
解
説
】（
63
～
64
行
）

▼
63
行
の
前
に
、
一
行
分
程
の
空
白
有
り
。

▽
63
～
64
行　

薬
師
如
来
の
浄
瑠
璃
浄
土
を
拝
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。【
解
説
】
▽
61
～
62
行
参
照
。

【
語
注
】（
63
～
64
行
）

63
七
寶　

薬
師
如
来
の
宮
殿
は
七
宝
で
で
き
て
い
る
と
い
う
。「
然
も
彼
の
仏
土
は
一
向
清
浄
に
し
て
女
人
有
る
こ
と
無
く
、
亦
悪

趣
及
び
苦
の
音
声
も
な
く
、
瑠
璃
を
地
と
為
し
、
金
縄
を
も
て
道
を
界
ひ
、
城
闕
宮
閣
・
軒
窓
・
羅
網
、
皆
七
宝
を
も
て
成
ぜ
り
」

（『
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
』）。

63
瑠
璃
寶
宮　

薬
師
如
来
の
住
む
浄
瑠
璃
浄
土
の
宮
殿
。

63
十
恒
河
沙
ノ
世
界　

恒
河
沙
は
、
ガ
ン
ジ
ス
河
（
恒
河
）
の
砂
の
よ
う
に
多
い
と
い
う
意
。
浄
瑠
璃
浄
土
は
東
方
に
十
恒
河
沙
の

世
界
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
。「
東
方
に
此
よ
り
去
る
こ
と
十
恒
河
沙
等
の
仏
土
を
過
ぎ
て
、
世
界
有
り
、
浄
瑠
璃
と

名
づ
く
」（『
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
』）。

63
因
行
十
二　

薬
師
如
来
が
立
て
た
十
二
の
大
願
。「
曼
殊
室
利
よ
、
彼
の
仏
世
尊
、
薬
師
瑠
璃
光
如
来
、
本
、
菩
薩
の
道
を
行
ぜ
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三
一

し
時
、
十
二
の
大
願
を
発
し
、
諸
の
有
情
を
し
て
求
む
る
所
を
ば
皆
得
せ
し
め
た
り
」（『
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
』）。

64
住
持
ノ
大
殿　

薬
師
如
来
の
宮
殿
。

【
翻
刻
】（
65
～
66
行
）

65　66　

渡
リ
海
踰古ユル
山
坂
之
国
ニ
モ　

有
シ
有
レ
ハ
往
テ
モ
相
見
談
カ
タ
ラ

ヒ
ツ
　

无
ク
跡
モ
往
分
ヌ
ル
人
ハ
経
テ
モ
年
月
ヲ

不
可相
見
話
カ
タ
ラ
フ　

為
某
等
悲
形

【
読
み
下
し
文
】（
65
～
66
行
）

勧
請
発
句

海
ヲ
渡
リ
山
坂
ヲ
踰古ユル
国
ニ
モ
、
有
リ
シ
有
レ
バ
、
往
キ
テ
モ
相
見
談
カ
タ
ラヒ
ツ
ベ
シ
。

跡
モ
无
ク
往
キ
分
カ
レ
ヌ
ル
人
ハ
年
月
ヲ
経
テ
モ
相
ヒ
見
テ
語
カ
タ
ラフ
可
カ
ラ
ズ
。
某
等
ノ
（
悲
形
ノ
）
為
ニ
。

【
文
意
】（
65
～
66
行
）

勧
請
発
句

海
を
渡
り
、
山
坂
を
越
え
て
遠
く
離
れ
た
国
に
も
、
生
き
て
い
る
人
な
ら
ば
会
い
に
行
き
共
に
語
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
跡
か
た

も
な
く
往
き
失
せ
て
別
れ
た
人
に
は
、ど
ん
な
に
年
月
を
か
け
て
も
再
び
会
っ
て
語
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
。（
某
等
の
姿
形
を
失
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
に
。）

勧
請
発
句



三
二

【
解
説
】（
65
～
66
行
）

▼
65
行
の
前
に
八
行
分
程
度
の
空
白
あ
り
。

▽
65
～
66
行　

標
題
原
文
「
勧
請

句
」（
影
印
参
照
）。
中
田
書
で
は
「
勧
請
散
句
」
と
す
る
が
『
総
索
引
』
で
は
「
勧
請
發
句
」

と
翻
刻
す
る
。
内
容
は
勧
請
の
直
接
の
言
葉
で
は
な
く
、
死
の
永
遠
の
別
れ
に
つ
い
て
。
勧
請
の
前
に
用
い
る
詞
章
と
い
う
意
味

と
考
え
、「
発
句
」
と
し
て
お
く
。
遠
く
離
れ
て
い
て
も
生
き
て
い
る
人
と
は
再
開
で
き
る
が
、
亡
く
な
っ
た
人
と
は
二
度
と
会

え
な
い
と
い
う
文
脈
は
、
25
～
26
行
の
内
容
に
類
似
す
る
。

【
語
注
】（
65
～
66
行
）

66
海
ヲ
渡
リ　

海
・
山
と
い
う
順
序
に
つ
い
て
、
中
田
書
は
「
和
語
の
熟
合
の
順
序
に
よ
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。」

（
２５８
頁
）
と
す
る
。

66
踰古ユ
ル　
「
古
」
は
「
コ
」
の
甲
類
の
仮
名
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
は
、
66
・
98
・
175
・
294
行
の
四
例
が
あ
る
。

66
有
リ
ト
シ
有
レ
バ　

原
文
「
有
シ
」。『
総
索
引
』
讀
下
し
文
に
よ
り
、「
有
リ
ト
シ
」
と
訓
む
。
25
行
語
注
参
照
。

66
談
ヒ
ツ　
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
で
は
、「
談
」「
話
」
を
カ
タ
ラ
フ
と
訓
ん
で
い
る
。
１０５
行
、
１４５
行
参
照
。

66
悲
形　

非
形
（
形
な
き
も
の
）
の
こ
と
か
。

【
翻
刻
】（
67
～
74
行
）
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三
三

67　

四
ノ
蛇
ノ
迫
自
他
懺
悔
混
雑
言

来
ヌ
ル
時
ニ
ハ　

虚
空
雖
寛
而
廻
首
无
方　

二
鼠
迎
来
時
大
地
雖
広
而
隠
身

68　

无
処　

尊
モ
卑
モ　

五
龍
之
残
ヤ
フ
レ
未
脱　

愚オ
モ
智サカモ　

四
山
之
怖
未
離　

春
花
ハ
不
附

69　

秋
枝
ニ　

幼
時
之
紅
顔
ハ　

不
見
老
体
ニ

70　

此
身
ハ
尽
財
而
着
厳
ト
モ
都
无
一
益
モ
⑨
→
掣
ツ
カ
マ
ヘ
頸
掣
胸　

修
テ
ハ
功
徳
ヲ
シ　

自
然
生
善
キ

71　

所
ニ
ハ
⑩
→　
　

貧
人
ハ
生
時
被
飢
寒
之
恥　

命
終
後
ニ
ハ　

不
足
一
尋
葛
繞
頸　

此
ヤ
此
ノ

72　

郷
穢
家
穢
ト
云
テ　

指
有
犬
烏
之
藪
引
弃　

扣
虚イツ
額
无
乞
誓
助
人

73　

←
⑩
追
テ
反
ト
モ
不
可
反
者
年
月
ナ
リ　

乞
祈
百
年
千
年
モ
カ
ト
誰
得
其
一
ヲ
モ
←
⑨
任
日
月
之
往
来　

形
体
モ

74　

遷
ウ
ツ
ロ
改
ヌ　

毎
昼
ヒ
ル
夜
之
明
晦
前
ユ
ク
サ
塗
モ
徐
近
ヌ

【
読
み
下
し
文
】（
67
～
74
行
）

四
ノ
蛇
ノ
迫
リ
来
リ
ヌ
ル
時
ニ
ハ
、
虚
空
寛
シ
ト
雖
モ
、
首
ヲ
廻
ス
ニ
方
无
シ
。
二
ノ
鼠
ノ
迎
ヘ
来
リ
ヌ
ル
時
ニ
ハ
、
大
地
広
シ
ト

雖
ド
モ
身
ヲ
隠
ス
ニ
処
无
シ
。
尊
キ
モ
卑
シ
キ
モ
、
五
龍
ノ
残ヤブ
レ
ヲ
脱
レ
ズ
。

愚
オ
ロ
カ
ナ
ル
モ

智
サ
カ
シ
キ
モ
、
四
山
ノ
怖
レ
ヲ
離
レ
ズ
。

春
ノ
花
ハ
秋
ノ
枝
ニ
附
カ
ズ
。
幼
時
ノ
紅
顔
ハ
老
体
ニ
見
エ
ズ
。

此
ノ
身
ハ
財
ヲ
尽
シ
テ
着
厳カザ
レ
ド
モ
、
都カツ
テ
一
ノ
益
モ
无
シ
。
⑨
→
頸
ヲ
掣ツカ
マ
ヘ
胸
ヲ
掣
マ
ヘ
、
功
徳
ヲ
シ
修
シ
テ
ハ
、
自
然
ニ
善

キ
所
ニ
ハ
生
レ
ム
。
⑩
→

貧
シ
キ
人
ハ
生
ケ
ル
時
ニ
ハ
、
飢
寒
ノ
恥
ヲ
被
フ
リ
、
命
終
ノ
後
ニ
ハ
、
一
尋
ニ
足
ラ
ヌ
葛
ヲ
頸
ニ
繞
フ
。
此
レ
ヤ
此
ノ
、
郷
ノ

穢ケガ
レ、
家
ノ
穢
ト
云
ヒ
テ
、
犬
烏
有
ル
藪
ヲ
指
シ
テ
引
キ
弃ス
ツ
。

自
他
懺
悔
、
雑
言
ヲ
混
フ



三
四

虚イツ
ハリ
テ
額
ヲ
扣
キ
テ
乞
ヒ
誓ノ
メ
ド
モ
、
助
ク
ル
人
无
シ
。

←
⑩
追
ヒ
テ
反
セ
ド
モ
、
反
ス
可
カ
ラ
ザ
ル
ハ
年
月
ナ
リ
。
百
年
千
年
モ
ガ
ト
乞
ヒ
祈ノ
メ
ド
モ
、
誰
カ
其
ノ
一
ヲ
モ
得
ム
。

←
⑨
日
月
ノ
往
来
ス
ル
ニ
任ママ
ニ
、
形
体
モ
遷
ウ
ツ
ロヒ
改
リ
ヌ
。
昼ヒル
夜
ノ
明
ケ
晦ク
ル
ル
毎
ニ
、
前
ユ
ク
サ
キノ
塗ミチモ
徐
ク
近
ヅ
キ
ヌ
。

【
文
意
】（
67
～
74
行
）

四自他
懺
悔
、雑
言
を
混
え
る

匹
の
蛇
が
迫
り
来
る
時
に
は
、
虚
空
は
寛
い
と
い
え
ど
も
、
首
を
廻
ら
す
場
所
も
な
い
。
二
匹
の
鼠
が
迎
え
に
来
る
時
に
は
、

大
地
は
広
い
と
い
え
ど
も
身
を
隠
す
処
も
な
い
。
尊
い
人
も
卑
し
い
人
も
、
五
龍
の
残やぶ
れ
を
脱
れ
ら
れ
な
い
。
愚
か
な
人
も
智
慧
の

あ
る
人
も
、
四
山
の
怖
れ
を
離
れ
ら
れ
な
い
。
春
の
花
は
秋
の
枝
に
附
か
ず
、
幼
時
の
紅
顔
は
老
体
に
見
る
こ
と
は
な
い
。

此
の
身
は
財
を
尽
し
て
着
厳
っ
て
も
、
ま
っ
た
く
一
つ
の
利
益
も
な
い
。
⑨
→
頸
を
掣ツカ
ま
え
胸
を
掣
ま
え
て
、
功
徳
を
修
め
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
来
世
に
は
自
然
に
善
所
に
生
ま
れ
変
わ
る
だ
ろ
う
。
⑩
→

貧
し
い
人
は
生
き
て
い
る
時
に
は
飢
え
て
寒こご
え
る
と
い
う
恥
を
受
け
、
亡
く
な
っ
た
後
に
は
、
一
尋
に
も
足
り
な
い
葛
が
頸
を
繞

る
だ
け
で
あ
る
。
こ
い
つ
め
、
郷
の
穢
れ
だ
、
家
の
穢
れ
だ
と
云
わ
れ
て
、
遺
体
は
犬
や
烏
の
い
る
藪
の
方
に
引
き
捨
て
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

虚い
つ
わり

の
気
持
ち
で
額
を
地
に
叩
い
て
乞
い
祈
っ
て
も
、
助
け
る
人
は
い
な
い
。

←
⑩
追
っ
て
反
そ
う
と
し
て
も
、
反
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
年
月
で
あ
る
。
百
年
、
千
年
も
と
乞
い
祈
る
け
れ
ど
も
、
誰
が
其

の
一
も
得
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。

←
⑨
日
月
が
往
来
す
る
の
に
し
た
が
っ
て
、
形
体
も
移
ろ
い
変
わ
っ
て
い
く
。
昼
夜
の
開
け
て
暮
れ
る
た
び
に
、
来
世
は
少
し
ず
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三
五

つ
近
づ
い
て
く
る
。

【
解
説
】（
67
～
74
行
）

▽
67
～
74
行　

標
題
「
自
他
懺
悔
混
雑
言
」
か
ら
す
る
と
、
懺
悔
の
次
第
に
関
わ
る
章
段
（【
解
説
】
▽
52
行
参
照
）。
し
か
し
文
章

の
内
容
は
直
接
懺
悔
の
言
葉
で
は
な
く
、「
ど
ん
な
者
で
も
死
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
、
無
常
を
説
い
て
い
る
。
懺
悔

の
前
後
に
「
雑
言
」
と
し
て
述
べ
る
文
章
か
。

【
語
注
】（
67
～
74
行
）

67
四
ノ
蛇　

四
大
を
蛇
に
譬
え
た
表
現
で
仏
典
に
散
見
し
、
奈
良
時
代
の
文
献
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
四
大
は
、
身
体
を
構
成
す

る
四
つ
の
元
素
で
、
地
・
水
・
火
・
風
。「
身
を
井
中
に
潜
む
れ
ば
、
黒
白
の
二
鼠
有
り
て
互
に
樹
根
を
齧
る
。
井
の
四
辺
に
は

四
の
毒
蛇
有
り
。（
中
略
）
其
の
四
毒
蛇
は
四
大
を
喩
ふ
」（『
仏
説
譬
喩
経
』）。「
二
鼠
競
ひ
走
り
て
、
度
目
の
鳥
は
旦
に
飛
び
、

四
蛇
争
ひ
侵
し
て
、
過
隙
の
駒
は
夕
に
走
る
」（『
萬
葉
集
』
巻
第
五
、
山
上
憶
良
「
日
本
挽
歌
」
前
の
詩
文
）「
四
つ
の
蛇
五
つ

の
も
の
の
集
ま
れ
る
穢
な
き
身
を
ば
厭
ひ
捨
つ
べ
し
離
れ
捨
つ
べ
し
」（
仏
足
石
歌
碑
）。

67
二
ノ
鼠　

仏
典
で
昼
と
夜
を
白
と
黒
の
鼠
に
譬
え
、
無
常
を
説
く
表
現
。
前
項
参
照
。

68
五
龍
ノ
残
レ　

五
蘊
を
喩
え
て
い
る
。
五
蘊
は
、
我
々
の
存
在
の
五
つ
の
構
成
要
素
、
行
・
受
・
想
・
行
・
識
。
前
々
項
引
用
の

仏
足
石
歌
「
五
つ
の
も
の
」
が
相
当
す
る
。

69
四
山　

生
老
病
死
の
四
苦
を
山
に
譬
え
て
い
う
仏
典
語
。



三
六

70
掣ツカ
マ
ヘ　
「
掣
」
は
、ひ
か
え
る
、お
さ
え
る
、自
由
に
行
動
さ
せ
な
い
こ
と
。
昭
和
十
四
年
複
製
付
録
の
山
田
孝
雄
の
解
題
に
「
掣

ツ
カ
マ
ヘ
稀
タ
マ
な
ど
を
見
て
は
今
の
俗
語
の
如
何
に
古
き
源
を
有
す
る
か
を
さ
と
り
う
べ
く
」（『
典
籍
雑

』
宝
文
館
、
一
九
五

六
年
所
収
）
と
あ
る
。

70
功
徳
ヲ
シ　
「
功
徳
ヲ
シ
」
と
あ
り
、
助
詞
「
ヲ
」
に
助
詞
「
シ
」
が
付
い
た
例
。
25
行
【
語
注
】
参
照
。

71
飢
寒
ノ
恥　

仏
典
語
で
「
恥
」
は
、慙
愧
。
罪
を
恥
じ
る
こ
と
。
山
上
憶
良
の
「
貧
窮
問
答
歌
」
短
歌
に
、世
間
を
「
や
さ
し
（
恥

ず
か
し
い
）」
と
表
現
し
て
い
る
。「
世よの
な
か間を
憂
し
と
や
さ
し
と
思
へ
ど
も
飛
び
立
ち
か
ね
つ
鳥
に
し
あ
ら
ね
ば
」（『
萬
葉
集
』
巻

第
五
、
八
九
三
、「
貧
窮
問
答
歌
一
首
幷
短
歌
」）。

71
葛　

く
ず
。
マ
メ
科
の
つ
る
性
多
年
草
。
遺
体
を
、
一
尋
に
足
り
な
い
葛
の
つ
る
が
首
を
ひ
と
め
ぐ
り
す
る
。
あ
る
い
は
、
葛
の

繊
維
で
織
っ
た
粗
末
な
衣
が
首
を
覆
う
だ
け
で
あ
る
と
い
う
意
か
。「
紙
の
袍きぬ
・
葛
の
褞
こ
ろ
も二
つ
の
肩
を
蔽かく
さ
ず
」（『
三
教
指
帰
』

巻
下
）。

71
此
ヤ
此
ノ　
「
ヤ
」
は
、
間
投
助
詞
。

72
虚
イ
ツ
ハリ
テ　

傍
訓
「
イ
ツ
」。「
イ
ツ
ハ
リ
」
は
「
妄
イ
ツ
欺
ア
サ
（
妄イツ
ハ
リ
欺
ア
サ
ムキ
）」（
194
行
）
に
も
見
ら
れ
る
。「
い
つ
は
る
」
は
、

事
実
や
本
心
を
隠
し
て
、
違
う
こ
と
を
言
っ
た
り
し
た
り
す
る
こ
と
。

72
乞
ヒ
誓ノ
メ
ド
モ　
「
こ
ひ
の
む
」
と
い
う
複
合
動
詞
が
『
萬
葉
集
』
に
散
見
す
る
。
73
行
「
乞
祈
」
も
「
乞
ヒ
祈
メ
ド
モ
」
と
訓

む
の
で
あ
ろ
う
。「
こ
ふ
」「
の
む
」
と
も
に
祈
り
願
う
意
だ
が
、「
の
む
」
は
ひ
れ
伏
す
な
ど
の
行
為
が
主
体
に
な
る
。「
天
つ
神

仰
ぎ
許こ
ひ
の
み

比
乃
美
伏
し
て
ぬ
か
つ
き
」（『
萬
葉
集
』
巻
第
五
、
九
〇
四
、
山
上
憶
良
「
恋
男
子
古
日
歌
三
首
」）。

73
モ
ガ
ト　
「
も
が
」
は
、
実
現
困
難
な
願
望
を
あ
ら
わ
す
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
中
の
使
用
例
は
こ
の
一
例
の
み
。「
し
つ
た
ま
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七

き
数
に
も
あ
ら
ぬ
身
に
は
あ
れ
ど
千
年
に
も
が
と
思
ほ
ゆ
る
か
も
」（『
萬
葉
集
』
巻
第
五
、
九
〇
三
、
山
上
憶
良
「
老
身
重
病
、

経
年
辛
苦
、
及
思
児
等
歌
七
首
」）。

74
遷ウツ
ロ
ヒ
改
マ
リ
ヌ　

盛
ん
だ
っ
た
も
の
が
だ
ん
だ
ん
衰
え
形
を
変
え
て
い
く
こ
と
。「
う
つ
ろ
ふ
」
は
大
伴
家
持
の
歌
に
無
常
の

表
現
と
し
て
頻
用
さ
れ
て
い
る
。「
紅
の　

色
も
宇う
つ
ろ
ひ

都
呂
比　

行
く
水
の　

止
ま
ら
ぬ
ご
と
く　

常
も
な
く　

宇う
つ
ろ
ふ
み
れ
ば

都
呂
布
見
者
」

（『
萬
葉
集
』
巻
第
十
九
、
四
一
六
〇
、
大
伴
家
持
「
悲
世
間
無
常
歌
一
首
幷
短
歌
」）。
３１５
行
に
も
「
遷
ウ
ツ
ロ
改
ヌ
」
と
あ
る
。

74
昼ヒル
ヨ
ル夜　

中
田
書
に
「
漢
文
で
は
「
昼
夜
」
で
あ
る
が
、
国
語
で
は
「
ヨ
ル
ヒ
ル
」
と
順
序
が
逆
で
あ
る
」（
２２５
頁
）
と
あ
る
。

74
前
ユ
ク
サ
キ

 

ノ
塗　
「
ユ
ク
サ
」
の
傍
訓
が
あ
る
の
で
、「
前
世
」
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
行
く
先
で
あ
る
来
世
の
こ
と
。

【
翻
刻
】（
75
～
79
行
）

75　
　
　

我
等
ヲ
親
魂　

今
在
何
所　

不
聖
不
知
所
在
⑪
→
解
ヌ
キ
薄
推
甘　

摩
頭
至
踵
恩
重

76　

丘
山　

沢仁

深
江
海　

屈
身
砕
骨
髄
而
何
奉
酬
←
⑪
父
母
之
恩
以テハ
世
間
財
ヲ
不
可
酬
上　

以
己
ソ
出
世
間
之

77　

財
ヲ
奉
ラ
メ
奉
酬　

故
我
等
修
テ
懺
悔
之
行　

奉
ム
送
出
世
間
之
財　

我
従
无
始
生
死
来　

所
作
五

78　

此
某
会
初
所
以
世由
人
穢
塵
労
為
難
行
法
而
初
事
ワ
サ
ナ
リ　

逆
十
悪
等
乃
至

79　

謗
法
闡
提
罪　

自
作
教
他
見
随
喜　

至
心
慚
愧
皆
懺
悔　

願
罪
除
滅
永
不
起

【
読
み
下
し
文
】（
75
～
79
行
）

　
　
　

撫
育
シ
タ
マ
ヒ
シ
親
ノ
魂
ハ
、
今
、
何
ノ
所
ニ
カ
在
ス
。

撫
育

我
等
ヲ



三
八

聖
ニ
ア
ラ
ネ
バ
、
在
ス
所
ヲ
知
ラ
ズ
。
⑪
→
薄
キ
ヲ
解ヌ
キ
、
甘
キ
ヲ
推
シ
、
頭
ヨ
リ
踵
ニ
至
ル
マ
デ
摩
デ
タ
マ
ヒ
シ
恩
ハ
、
丘
山
ヨ

リ
モ
重
ク
、
沢
（
仁
）
ハ
江
海
ヨ
リ
モ
深
シ
。
身
ヲ
屈
メ
骨
髄
ヲ
砕
ク
ト
モ
何
ニ
シ
テ
カ
酬
イ
奉
ラ
ム
。
←
⑪
父
母
ノ
恩
ハ
世
間
ノ

財
ヲ
以
テ
ハ
酬
イ
タ
テ
マ
ツ
ル
可
カ
ラ
ズ
。
出
世
間
ノ
財
ヲ
以
テ
己
ソ
酬
イ
奉
ラ
メ
『
奉
』。
故
ニ
、
我
等
ハ
懺
悔
ノ
行
ヲ
修
シ
テ
、

出
世
間
ノ
財
ヲ
送
リ
奉
ラ
ム
。
我
无
始
生
死
従
リ
来
コ
ノ
カタ
、
作
ル
所
ノ
五
逆
十
悪
等
、
乃
至
謗
法
闡
提
罪
。
自
作
教
他
シ
テ
随
喜
セ
見ラ

レ
、
至
心
ニ
慚
愧
シ
、
皆
懺
悔
ス
。
願
ハ
ク
ハ
罪
ヲ
除
滅
シ
テ
永
ク
起
サ
ズ
ア
ラ
シ
メ
タ
マ
ヘ
。

此
ノ
某
会
ハ
、
世
人
ノ
塵
労
ニ
穢
サ
ル
ル
ガ
所
以
ニ
（
ニ
由
リ
テ
）
初
メ
キ
。
行
法
シ
難
カ
リ
シ
ガ
為
ニ
シ
テ
、
初
メ
シ
事ワサ
ナ
リ
。

【
文
意
】

私
た
ち
を
撫
で
慈
し
み
育
て
て
下
さ
っ
た
親
の
魂
は
、
今
、
何
処
に
お
い
で
に
な
る
の
か
。

私
は
神
通
力
の
あ
る
聖
で
は
な
い
の
で
、
親
の
お
い
で
に
な
る
所
を
知
ら
な
い
。

⑪
→
薄
い
着
物
を
脱
い
で
私
た
ち
に
着
せ
か
け
、
甘
い
物
を
勧
め
て
く
だ
さ
り
、
頭
か
ら
踵
ま
で
撫
で
て
下
さ
っ
た
父
母
の
恩
は

丘
山
よ
り
も
重
く
、
仁
は
江
海
よ
り
も
深
い
。
そ
の
恩
に
、
身
を
屈
め
て
骨
髄
を
砕
い
て
も
、
ど
う
や
っ
て
報
い
奉
る
こ
と
が
で
き

よ
う
か
。
←
⑪

父
母
の
恩
は
こ
の
俗
世
間
の
財
を
も
っ
て
は
報
い
奉
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
出
世
間
の
財
を
も
っ
て
こ
そ
、報
い
奉
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
懺
悔
の
行
を
修
し
て
、
父
母
に
出
世
間
の
財
を
お
送
り
奉
ろ
う
。

私
は
生
死
が
始
ま
っ
て
よ
り
こ
の
か
た
、
五
逆
十
悪
等
の
重
罪
や
謗
法
闡
提
罪
を
作
り
続
け
て
来
た
。
こ
の
懺
悔
の
行
を
自
ら
作

り
他
に
教
え
、
随
喜
せ
ら
れ
、
至
心
に
慚
愧
し
て
、
す
べ
て
を
懺
悔
す
る
。
願
わ
く
は
罪
が
除
滅
し
て
、
永
く
罪
を
作
ら
な
い
よ
う
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に
し
た
ま
え
。

此
の
某
会
は
、
世
の
人
が
煩
悩
や
罪
の
塵
労
に
穢
さ
れ
て
い
る
た
め
に
初
め
た
。
行
法
を
お
こ
な
い
難
い
た
め
に
、
初
め
た
行
事

で
あ
る
。

【
解
説
】（
75
～
79
行
）

▼
75
行
の
前
に
２
行
分
程
の
空
白
あ
り
。

▽
75
～
79
行　

亡
き
親
の
魂
の
所
在
に
つ
い
て
の
問
答
。
魂
の
所
在
の
問
に
対
し
て
、
自
分
は
（
神
通
力
の
あ
る
）
聖
で
は
な
い
の

で
知
ら
な
い
と
答
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
父
母
の
恩
に
つ
い
て
述
べ
、
追
善
報
恩
の
行
と
し
て
の
懺
悔
滅
罪
の
言
葉
を
述
べ
る
。

廓
で
囲
ん
だ
78
行
に
は
、「
某
会
」
を
始
め
た
由
来
を
述
べ
る
。

【
語
注
】（
75
～
79
行
）

75
聖
ナ
ラ
ネ
バ
、
在
ス
所
ヲ
知
ラ
ズ　

聖
の
持
つ
六
種
の
神
通
力
の
う
ち
、
天
眼
通
は
死
後
の
世
界
も
見
通
せ
る
能
力
。
亡
き
両
親

の
在
所
を
知
る
神
通
力
の
伝
説
と
し
て
、
仏
の
弟
子
目
連
が
六
神
通
を
得
て
、
亡
き
母
が
生
ま
れ
変
わ
っ
た
世
界
を
見
て
み
た
と

こ
ろ
、
餓
鬼
道
に
堕
し
て
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
、
盂
蘭
盆
会
の
起
源
伝
説
が
有
名
。

75
薄
ヲ
解ヌ
キ
、
甘
キ
ヲ
推
シ　

漢
語
「
推
解
」
は
、
人
に
衣
食
を
与
え
、
恩
恵
を
施
す
こ
と
。

76
丘
山
ヨ
リ
モ
重
ク
、
沢
（
仁
）
ハ
江
海
ヨ
リ
モ
深
シ
。　
「
慈
父
恩
高
如
山
王　

悲
母
恩
深
如
大
海
」（『
心
地
観
経
』
巻
第
三
、

報
恩
品
）。



四
〇

77
出
世
間
ノ
財　

仏
道
の
功
徳
の
こ
と
。

77
无
始
生
死
従
リ
来
コ
ノ
カタ　

そ
の
起
源
も
わ
か
ら
な
い
生
死
輪
廻
が
始
ま
っ
て
か
ら
ず
っ
と
今
ま
で
。

77
五
逆
十
悪　

最
も
重
い
五
つ
の
逆
罪
（
母
を
殺
す
・
父
を
殺
す
・
聖
者
を
殺
す
・
仏
の
血
を
流
す
・
教
団
の
和
合
を
破
る
）
と
、

十
悪
（
殺
生
・
偸
盗
・
邪
婬
・
妄
語
・
綺
語
・
悪
口
・
両
舌
・
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
癡
）。

78
事ワサ
ナ
リ　
「
事
ワ
サ
ナ
リ
」。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
で
は
、「
事
」
を
ほ
か
に
、「
事
々
に
」（
１２１
行
）、「
頃
日
ノ
事
シ
ワ
サ
ヲ
」（
２０８
行
）、「
事

シ
ワ
サ
云
々
」（
２０９
行
）
と
訓
ん
で
い
る
。

79
謗
法
闡
提
ノ
罪　

謗
法
闡
提
は
、
仏
法
を
誹
謗
し
て
否
定
し
、
成
仏
の
因
を
も
た
な
い
者
の
こ
と
。
二
種
闡
提
の
一
つ
。『
大
通

方
広
経
』
は
一
闡
提
と
い
う
重
罪
も
三
宝
の
礼
拝
称
名
の
懺
悔
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
（
倉
本
尚
徳
「『
大

通
方
広
経
』
の
懺
悔
思
想
─
特
に
『
涅
槃
経
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
」『
東
方
学
』
第
百
十
七
輯
、
二
〇
〇
九
年
、
藤
本
誠
「『
東

大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
成
立
過
程
─
前
半
部
を
中
心
と
し
て
─
」『
水
門
─
言
葉
と
歴
史
─
』
23
、
二
〇
一
一
年
七
月
）。『
大
通
方
広

経
』
は
【
語
注
】
42
行
参
照
。

本
稿
は
、
成
城
大
学
文
芸
学
部
特
別
研
究
助
成
「
平
安
初
期
に
お
け
る
仏
教
法
会
と
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
研
究
」
の
成
果
で

あ
る
。

己
ト
己
ト


